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第 5 章では、分類器導出の高速化を実現する手法としてサプサンプリングとコミッティ学習の 1 つである Bag­
gmg を併用する手法である 83 Bagging を提案し、実験を通じて手法の有効性を評価した。まず、提案手法の関連研
究として、コミッティ学習手法とサンプリンク守手法についてとりあげ、これらの手法について分類器導出の高速化へ


























Bagging を併用する手法である 83 Bagging を提案し、実験を通じて手法の有効性を評価しているo
(7)提案手法について実験用データセットを用いた評価実験を行うことにより、提案手法が大量データからの分類器
導出の高速化に有効であることを示しているo
(8)サンプリングの打ちきりを決定するための指標として、サンプリングしたデータの多様性を表す記述長を提案し、
属性問の相関が小さいデータでは有効な指標であることを示している o
以上のように、本論文は分散並列情報処理環境におけるデータマイニング手法であるコミッティ・マイニング手法
について多くの知見を含んでおり、当該分野の技術的課題の解決と発展に寄与するところが大であるo よって本論文
は博士論文として価値あるものと認める。
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